
１０年以上前から、板荷のボランティア組織「一洗舎クラブ」でボランティア

としてお手伝いしていました。前任のリーダーが引退するにあたり、２代目の

リーダーとしての声がかかりました。リーダーという責任は重いので躊躇しま

したが、私でお役に立つことがあるならと、お引き受けしました。リーダーに

なって２年目です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ 地域コーディネーターになったきっかけは何ですか？ 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ コーディネーターとしての研修などは受けましたか？ 

 

一洗舎クラブ 

板荷小は、明治６年に創設され、その時の名前が「一洗舎」といったそうだ。

名前の由来は、そこから来ている。平成２４年に、県の教育委員会より一洗舎

クラブに感謝状が贈呈された。 
 



地域コーディネーター対象の研修会を１年間に数回受けました。 

県教育委員会主催；「地域コーディネーター養成研修会」 

県総合教育センター主催「地域学校協働活動推進員養成講座」 

市教育委員会主催；「鹿沼市地域学校協働活動研修会」 

この中で、総合教育センターの養成講座は、連続受講ということで、５回受けた

のを覚えています。ここでは、認定証をいただきました。また、この研修では、

生涯学習課のＡさんも一緒だったので、心強かったです。さらに、他地区の方と情

報交換ができて、貴重な機会となりました。 

今年度の総合教育センターの研修では、研修を受ける側ではなく、研修の講師を

依頼されました。８月に開催された「学校と地域の連携推進セミナー」の中で、

パネルディスカッション「学校と地域の連携を深めよう」という講座のパネリス

トとしてでした。コロナ禍で ZOOMの研修となりました。パワーポイントの使い方

に不慣れだったため、ドキドキしたましたが、終わってみてほっとしました。ま

た、自分の発表に質問してくださった方がいて、よく聞いてくださったんだなあ

と思い、ありがたかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合教育センターＨＰより 



①学校とボランティアの連絡調整 

②学校の要望の聴取 

 学校の要望が高かったのが「草刈」です。そこで、上記の質疑にお答えしたよ

うに対応しました。地域を巻き込み、地域にボランティア募集のチラシを配布

しました。 

地域連携担当の教務からボランティア募

集の電話があると、要望に合ったボラン

ティアを紹介しています。その際、なる

べく学校に足を運ぶようにしています。 

 

質問 

地域コーディネーターとして活動する中で、課題と思うことは何ですか？ 

中津さんの答え 

人材の確保が一番の課題です。児童数減少に伴い、保護者も減少しまし

た。また、保護者も仕事をしている人が多く、ボランティアの確保が難し

いのです。学校と相談して、チラシを作り、コミセンに頼んで全戸数配付

してもらいました。また、学校に必要な支援を聞いたところ、一番が草刈

でした。そこで、やってもいいという近隣の人がいたので、募集を始めま

した。もうひとつ、地域住民は「ボランティア」に固いイメージがあるよ

うです。「気楽に来てね。」と声をかけています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ コーディネーターの主な仕事は何ですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ 学校と地域の連携はどのように行っていますか？ 

   

    

 

 

 

 

研
修
会
で
は
こ
の
よ
う
な

質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。 



①授業支援の時、それまでできなかった児童ができるようになった 

時の笑顔を見る時、また児童の出来上がった作品を見る時 

②環境支援として、草刈を行い、きれいになった校庭を見た時 

③ボランティア募集のチラシを作って、申し込みがあり、 

出来上がったボランティア名簿を見た時 

やってよかった、やった甲斐があると感じます。 

   

 

 

 

学校運営協議会の委員ではありませんが、協議会でボランティア関係について 

依頼くだされば、地域コーディネーターとしての役目を果たしたいと思います。 

 

 

Ｑ コーディネーターのやりがいは何ですか？ 

   

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ コーディネーターの苦労は何ですか？ 

   

   研修会の質疑応答で述べたように、人材確保です。ボランティア人口の減少が 

課題です。理由としては、 

   ①子供たちが卒業して保護者が減っていく。 

   ②そもそもＰＴＡ会員（保護者世帯）が減っている。 

   ③働く人が多くなった。日中空いている人がいないという、時間的問題。 

    人材確保が一番の苦労です。 

 

Ｑ コミスクでの連携・協働はどのように行っていますか？ 

    

 

 

 

 

 

 

Ｑ 最後に何かお話しておきたいことがございましたら･･･ 

 

 

板荷小ＨＰ用取材まとめ 

 

 

 

 

・地域の方は、学校は敷居が高いと思う方もいます。そんなことはないので気 

軽に声をかけてほしいと思います。ボランティアは、グループＬＩＮＥがあ 

ります。「できる時に、できる人が、できることを」という意識で、年に１回 

でもいいので、できることをやってみようかのくらいの気持ちで、ボランテ 

ィアに登録してほしいなあと思います。 

・小学校だけでなく、中学校でも依頼されればボランティアを行っています。特にコサー 

ジュ作りは好評です。もし他地区で、コサージュ作りの講師がいなくて困っているとき 

は、お声をかけてもらっても大丈夫です。 

 

 

板荷小は、板荷中と合同でひとつの
運営協議会を持ちました。板荷地区
の子どもたちの健全育成や地域に
ついて話し合います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

中津さん、お仕事がお忙しい中、インタビューを受けてくださり、

ありがとうございました。 

インタビューの日は、ミシンボランティアとして、５年生のエプロ

ンづくりのお手伝いをしてくださっていました。 

板荷の子供たちの子供らしい素直さと、きちんと敬語を使って話し

ている礼儀正しい姿を見て、中津さんのような地域の方々が愛情を

もって見守っていることがよく分かりました。 

一洗舎クラブという伝統のあるボランティア団体の長として、苦労

なさることもあるでしょうが、生涯学習課は、全力で応援します。 

これからも板荷地区をよろしくお願いいたします。 

 

令
和
４
年
度
の
鹿
沼
市
の
研
修
案
内
の
チ
ラ
シ
で
す
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令
和
４
年
度
よ
り
、「
地
域
学
校
協
働
活
動
」
と
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
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ク
ー
ル
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の
研
修
会
を
一
体
的
に
進
め
て
い
ま
す
。 

中
津
さ
ん
、
皆
さ
ん
、
次
年
度
の
研
修
も
お
楽
し
み
に
！ 


